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夏出し用葉ネギ新品種「夏元気」の育成

末吉孝行本・山下貞士1)・下村克己2) ・古賀武・三井寿一・浜地勇次2)

「夏元気」は福岡県農業総合試験場と株式会社福岡園芸の共同研究に より，千住合柄系の雄性不稔系統

rCMS-H07J を種子親，千住合柄系の純系選抜系統「福岡ねぎ11号Jを花粉親として育成された葉ネギ一代

初種品種である。

[夏元気jは夏出し栽培において，対照品種と比較して，葉色がj農く，収量が多く，業先枯れ症の発生が少

ない特性を有する。 2010年 1月に品種登録出願し， 同年 6月に出願公表された。

[キーワード:一代雑種品種，多収，夏山 し，葉ネギ，葉色]

Production of ιNatsugenki，' a N巴wCultivar of Summcr Harvesting L巴afBunching Onion (A!!ill/11 .fiStll!OSlI/11 L.). 
SUEYOSHI Takayuki， Sadao YAMASHITA， Katsumi SHIMOMURA、Tak巴shiKOGA， Hisakazu MITSUI and Yuji HAMACHI (Fukuoka 

Agricultural Res巴archCenter， Chilくushino，Fukuoka 818-8549， Japan) BlIl!. FlIklloka Agric. Res. Cent. 30: 25-29 (20 11) 

“Natsugcnki" is an F， hybrid leaf bunching onion (A!lill/11.1isllIloS1I111 L.) cultivar dcrived from a cross b巴tween
cytoplasmic male sterility lin巴“CMS-H07吋 asseed parent， and pure line selection line "Fukuokanegi 1 1" as pollen parent， 

through joint rescarch between Fukuoka Agricultl1ral Research Center and FUKUOKA ENGEI Co.， Ltd. 

Compared with control cultivars，トlatsugenkiis characterized by darker leaf blades， a higher yield and greater resistance 

10 bl1rnt tips wh巴nharv巴stingin summer. Application for cl1ltivar registration ¥Vお madein January 2010 l1nder th巴name

“Natsug巴nki，"and the application was pl1blicly announced in Jl1ne of th巴sam巴y巴ar

[Key words : F， hyb切凶I吋i凶dc印u山lけ山Itiv幻叩川aω¥r，high yi児凶巴eld，ha川aω¥rv巴5幻叩則tl印l口1暗 111 summ 巴er，le巴α凶af了bur叩 hir暗 Oωl山on，c∞;沿010αrof leaf bladeJ 

緒 Eヨ

一般に小ネギ? と呼ばれる草丈40~60C 111程度で収穫

される葉ネギは，福岡県を代表する野菜のひとつであ

る。この葉ネギは1960年頃に木県朝倉町 (現 朝倉

市)の数戸の農家から生産が始まり， 1977年に I博
多万能ねぎJと命名された商品が全国的にヒットした
ことにより大衆化したものである。しかし，近年はこ

れと同様な産地が全国各地に形成され，葉ネギの産地

問競争が激化して きたことから，本県においては他産

地と差別化できる葉ネギ品種の育成が求められている。

業ネギ品種に求められる形質としては，まず， 葉色

が濃いこと が挙げられる(末吉 2007)。また，葉ネ

ギは周年出荷されるが， この中で夏出し栽培は需要が

最も多い時期(井上 2010)であるにもかかわらず， 1 

本重が軽く収量が少ないこと，葉先枯れ症による規格

外品の発生が多いことなどから，生産が不安定になり

やすい。

そこで，福岡県農業総合試験場では，2003年から，

夏山し栽よ音において葉色が捜し収量が多く， 葉先枯

れ症の発生が少ない品種の育種を開始し， r夏元気J
を育成したので， その育成経過や特性について報告す

る。

なお3 本品種は農業総合試験場と株式会社(以下，

(株)と略記)福岡園芸との共同研究[新規需要創出

のための葉ネギ新品種の育成jのもとに実施したもの

である。

*連絡責任者

(野菜育種部:fa -sueyosh i -t@farc.pref.fukuoka.jp) 

1)株式会社福間園芸

2)現筑後分場

材料および方法

1 育種法

一代雑種(以下 F，と示す)育種法を用いた。その

遺伝資源として， (株)福岡園芸から導入した細胞質

雄性不稔(馬上・ 上原 1985)4系統および核遺伝子雄

性不稔(稲月 ・馬上 1996)1系統を種子親，独立行政

法人農業生物資源、研究所ジーンパンク(以下，生資研

ジーンパンクと示す)，民間種苗会社および本県久留

米市の自家採種農家から収集した180品種のう ち28品

種から純系選抜した系統を花粉親とした。

2 組合せ能力検定試験
2006年度に 100組合せのF，系統を供試し，雨除けハ

ウスにおいて 7月中旬矯種の作型で実施した。評価

は生育の早さ，葉色の濃さ，葉身の硬さ，スタイノレ

の良さ，葉先枯れ症の発生の少なさ等を基準に実施し

た。この中の 1系統(のちの 「夏元気J)は次年度以
降，生産力検定試験に供試した。

3 生産力検定試験
2007年度および2008年度に雨除けハウスにおいて実

施した。 各年度とも，7月~ 9月に収穫される夏出し
栽培の中で，梅雨をまたいで生育し 8月上勾の盛夏

期に収穫となる 5月下旬播種，および生育前期が盛夏

期で 9月中下旬に収穫期となる 7月中旬播穫の 2つの

作型で実施した。畦幅120C111，条間15c111，播種間隔

1c111の 4条植え 1区0.6n1の2ないし 3反復とした。肥

受付2010年 8月 2日;受理2010年11月22日
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料は金量基肥とし，窒素成分で 2kg/aを施用した。か

ん水は地表下15cmにおけるpF値を指標とし，主主丈が

20cm頃までをpF値がl.8以下， その後は草丈が40cm

頃までをl.8から2.0，草丈40cm以降を2.3程度となる

ように行った。

4 現地適応性評価

2008年度は県内 3生産者のほ場(そのう ち l生産者

は 2ほ場)において， 播種目 が 6月 28 日~ 7}j 23日，

播種墨:が 1~ 3dL/作の規模で実施した。 2009年度は
県内 5生産者のほ場において 播種 H が 7月 4 日 ~ 15

日，播種量ーがそれぞれ 5dL/作の規模で実施した。い

ずれも収穫期が 9月上~下旬 となる夏出し栽培の作型
で実施した。

5 食昧試験
2009年 7月12日に実施した。パネラ一員は農業総合

試験場に勤務する職員で，男性 5名， 女性 4名，年齢
は30~50代の 9名であ った。 ネギは小口切り にして供

試し，評価項目ごとに - 2~ +2の 5段階で評価した。

現地試験以外は福岡県農業総合試験場で実施し，試

験方法はそのつど，別途に記載した。また，対照品種

は夏出し用の主要品種である rFDHJ((株)日産種苗)，

「夏彦J，r冬彦:J(中原採積場(株))，rよかおと こJ((株)
日産種苗)を用いた。

結果および考察

1 育成経過および選抜経過

(1)交配母本の養成と交配

収集した 180品種のう ち 生資研ジーンパンクから

収集した [千住合制系固定程jは高温条件での生育が

良く，葉色がやや濃かった。ネギは一般にヘテロ性が

強いとい う特徴を有する (塚崎 2010)が， r千住合

柄系固定種jの一部にも葉身音[3にワッ クスがなく， 業

色が特に濃い(以下， 濃葉色 と示す)個体が認めら

れた。そこで， この形質での固定化を図った。まず¥

2003年 7月に播種した 「千住合柄系固定種J32個体

の中から特に生育がよい 1個体を選抜し，これを2004

年 4月に自殖採種した。2004年度 (播種年度，以下

同じ)は，自殖により得られた38個体の中から濃葉

色の11個体を選抜するとともに，新たに[千住合柄系

固定種J60個体の中から濃葉色の 2個体を選抜した。

描措年度 2005 2006 瑚 )7 泊。 20曲 20'0

日閣
一
日

i実峰名 主配
組合ゼ能力 量産力 生産力

横定 後定 検定

現地獄厳

〈生産者敵1

第 1図 「夏元気jの育成経過

2005年 4月に前者を母系，後者を父系として集団交配

した。 2005年度は，得られた種子を60粒播種し，全

個体と も濃葉色の特性を有することを確認し， r福岡
ねぎ11号Jの系統名を付与 し，花粉親と なる純系選
抜系統とした。 一方，種子親は(株)福岡園芸より導

入した雄性不稔系統の中から伸長性が良く，雄性不稔

性の発現が安定している千住合柄系の細胞質1Lit性不稔
系統 rCMS-H07 Jを選抜し， r福岡ねぎ11号jと

の交配に用いた。以降の育成経過は第 1図に示すと お
りで、ある。

(2)組合せ能力検定

2006年度に， F，100系統について組合せ能力を検定
した。 この年は，長梅雨と梅雨明け (7月27日)か

ら8月中旬までの猛暑による影響で，多く の品種で生
育が抑制され，葉先枯れ症が多発した。この状況の

中で rCMS-H07 Jと「福岡ねぎ11号j との組合

せ r06F，一015J は生育が優れ，業先枯れ症の発生が
少なし 葉色が濃かった ことから「有望Jと判定し，
「福岡ねぎ15号jの系統名を付与した。

(3)生産力検定および現地適応性評価

「福岡ねぎ 15号jは2007年度からの 2!.f間におけ

る生産力検定試験の結果，業色が濃く ，多収で葉先枯

れ症の発生が少なく ，夏出し用の品種として優れてい

た。ま た， 2008年度からの 2年間における現地試験

における評価も優れていた。そこで，2010年 1月にI夏
元気jとして品種登録出願し，同年 6月に出願公表さ

れた。

2 特性の概要
(1)形態および生態的特性

[夏元気jの形態および生態的特性を第 1表に示し

た。種子は rFDHJと比較して大きく ，r夏$J と同

税度であった。両品種と比較して，業先の形状は鈍く ，

葉身は折れやすかった。葉鞘基音[3のふ くらみはrFDHJ

と比較してふくらみにく くJ夏彦jと同程度であった。
根数はやや多で、 rFDHJ と比較して少なく， r夏彦j

と比較して多かった。両品種と比較して，夏の葉先の

枯れ込み，主主勢などから判定されるi耐署性は強かった
が，冬の葉の枯れ込み，残葉の程度などから判定され

る耐寒性は弱かった。

第1表 「夏元気jの形態および生態的特性

叫 (If>' 以内"拒Mf/)" !t，;而F叫川Z
品1..1'， 日書JI -，~~. IU並立制 耐'att川副別市ヂー

ピ~ If五tI~ 巌折九円l正喜肉、

iI正気

w; 

1) 1 (小) ~ 9 (大) 0 2008， 2009 {1'.f\!. J也試験f!~試純子における

迷i証制干上。

2) 栴 7 の大きさ以外のなil'l は，野菜品納特何分子!fi捌~~占~ rlU (};'ki本

水産省 2010) に.!&・づき 1~9 の 9 段階で謝台。

3) 3 (3'lf'U ， 5 (こいIJfH'I:) ， 7 (f，~'J民ドU e 

'1) :l (純)， 5 (中) ， I (鋭)。

5) :l (折れなb、) ， 5 (折れにくし、) ， I (折れや寸一い) 0 

6) :1 (短) ， 5 ('1')， (Jli:). 

i) 3 (ふく らまず) ， 7 (ふく らむ)， 
8) 3 (少) ， 5 (中) ， 7 (多)。

9) :¥ (弱)， 5 ('1') ，強)。
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第2表 「夏元気jの夏出し栽t音における生育特性および品質

品種1'， 十訴種j切1) 生育 草丈 収量 14: 歩留り~) 葉身 業肉 業色1) 業先枯れ症発生E=is'1

口数 重 可1・t;I f歪 厚:さ 自然 強制!

(cm) (kg/ n-f) (g) (覧) (mm) (mm) (首) (先)

夏元気 5月下旬 66 46 1. 79 3.8 69 5.3 0.45 7.9 o. 5 10.7 

FDII 68 45 1. 55 3. 2 65 4.8 O. 46 7. 0 2.0 19.6 

夏j玄 66 46 1. 83 3. 7 64 5. 3 0.47 6. 3 7. 2 31. 1 

夏元気 7月中旬 66 48 1. 74 4. 1 71 5. 8 0.40 7. 8 1. 1 

FDII 66 48 1. 55 3.2 67 5. 2 0.40 6. 9 0.1 

夏彦 66 48 1. 69 3. 7 67 5. 9 0.41 6.8 1.0 

1)揺種目:2007作 5月 25日， 7月 10日。2008{j三 5月 26J:J， 7月 J6向。

数値は生産力検定試験における播種期毎の 2カ年平均値。

2)銅製後重量/調製前重量x100 
3)新生第 2葉の紫色を日本植物標準色禁に照合 し， 10 (濃)~ 1 (淡)の 10段階で

4) I当然は，収穫H寺の制製品における発生株率。強制は，収穫期に1!J!、かん/1<，ハウス符閉処理を 1週間継続
した後の多発条件下での発生株ギで， 2008年作のみで実施。 は;;fc実地。

(2)夏出し栽培における生育特性，品質および現地

適応性

「夏元気Jの夏出し栽培における生育特性および
品質を第2表，調製後の外観を第 2図，葉先の外観を

第 3図に示した。 5月下旬播種の作型における生育日

数は， IFDHJ と比較して 2日早く， I夏彦Iと間程
度であった。 7月中旬橘種の作型における生育H数は，

両品種と同程度であった。収量は，それぞれの作型で

IFDHJ と比較して0.24，0.19kg/nf多く， I夏彦j

第2図 「夏元気Jの調製後の外観
1)左 [夏元気J，右ー「ドDIIJ

2)サイズマーカーは 10cm。

と同程度であった。 1本重は IFDHJと比較してそれ
ぞれ0.6，0.9g重く， I夏彦Jと比較してそれぞれ0.1，
O .4g重かった。歩留り率は両品種と比較して 4~ 5% 
高かった。葉身径は rFDHJと比較してそれぞれ0.5，
0.6111111太く， I夏彦Jと同程度であった。両品種と比
較して，葉色は濃く，葉先枯れ症の発生は少なかった。

「夏元気Jの現地試験における評価を第 3表に示し
た。各地域の対照品種と比較して，生育，収量および

葉色はほとんどの場所で優れ， 調製の しやすさも間程

度ないし優れた。この結果，総合評価は全試験場所と

も対照品種と比較して優れた。

(3)食味

「夏元気Jの食味評価を第 4表に示した。「夏元気j
は IFDHJと比較して甘味が多く ，辛味とえ ぐみが
少なく s 歯触りと食J惑が良く，食味が優れた。

(4)命名の由来と育成従事者

品種名の 「夏元気jは夏の暑さにも負けず元気に生

育すること p また「夏元気」を食べてみんなが夏を元

気に過ごしてほしい との願いが込められている。

本品種の育成者と従事期間は第 5表の とおり である。

第3図 「夏元気Jの葉先の外観

1)左 「夏元気J，右・ 「夏彦」に発生した業先枯れ

症。
2) サイズマーカーは lClTIo
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第3表 I夏元気jの現地試験における生産者の評価

'4i所討 対lKt品問 ~I 有 Jl3l11!: 路色 5曜の剛さ L高'(.割:-J引-さ 総合

協側 ドDII o~J O 。 O O O 

刊!1t FDII 0-ム O 4 ム 0-ム O 

久WI止と よカ、おとこ O O O O O O 

<tJLJII 4、ι'、! O O O × 。 O 

JI(築 よかおとこ 。 A O ム A O 

1) 2009 年 7 月 4 円~ 15日格滋 9)0] 3 l:l ~ 15円収
破。

2)所管ーする首及指導センタ-1円。
3)刻!!H品科と比較して， 0 優れる， ム 同程度，
× 劣る。
4)去、Jnf¥品種および*)11'[(概要は各生産者・慣行とした。

第4表 [夏元気jの食昧

品極~ .11'1.対=
半味 ・ IUij'触り ・

えぐみ 食感
川 A
司、;(....~r: 

夏χ気 O.78 *ー0.75* 0.14 * 0.89林
1)調在日 2009 "1:' 7 )0] 2日。同年4)n1ゴ情磁。
2) iUr.J:1!U7法 小1-1切りを生食で'i¥能評価。ノぞネラ一人
数 9人。
3) ¥:11床，ごドl沫・ えぐみ;+2 (多し、)~-2 (少なし、)， 
街角1!り・食感;+2 (1込し、)~ー2 (思い)，総合;+2 
(美味しし、)~吃 (まずし、)の 5 段階評価。 rpDl 1j

を基準 (0)。
4) t検定により**， *はそれぞれ 1，5出水準で引i，音、万:ぁ
り。

第5表 I夏元気jの育成従事者氏名

LSllool{開3 ま刷 2∞;:~ '!001 ヌ由 弐閉

J¥ 九:.t:!腕れ 綱flせ.~ /J 1t~ 吸血白 'f !i唖舗内
!"主

1hi.内'，; .1む ; 'I"{ (<.!取It“本Æ h~i Il /..: J民 rd~~

，f，，'，事円 0・・・・・・・・・...・a・..."....・H ・..............・H ・.."."...・H ・.0 "IiE1l 

，"γ内 o・・・・・・・・・・・H ・M ・.......・H ・..................................0 t1llt(J;.同z
111金じ 0................・a・....・H ・..........・H ・............・・・・・・・・・o 11 ~3分地
自it~l 0..・H ・......・・・・.............・....・H ・....................…目。 r{!lU

1) *M，在[の育成には， トー表の氏名Iの他に， ':=[1ぷ7立尖，
林三徳，浜地3'i次， ニブ1:寿ーが針菜育騒音1¥:長として
参回した。また， )JI I J(キ liifJ ~'~，児 I~由民}.:;が研究有n助員

として従事した。

総合考察

著者らは夏出し栽培において，業色が濃く ，収量が

多く，葉先枯れ症の発生が少ない業ネギ品種の育成に

取り組んだ結果，当初の目標どおりに「夏元気jを育

成した。

ネギは 自家和合性である (建部 1951) が，雄ず

い先熟で3 虫媒受粉のため高頻度で交雑する植物で

ある(袴田 1925)。また，自殖弱勢が著しく(井

上 1938)，純系品種を育成することは難しい。実際，

在来品種およ び固定品種は形質はあ る程度揃ってい

るものの， 高レベノレでのヘテロ性を含んでおり， 遺伝

的に不揃いである(塚崎 2010)。これらの問題を解

決するためには，雑種強勢(井上 1938)を利用した

F，品種の育成が有効である。ネギ品種の変選をみると，

古くは自家採種の在来種や個人育種家が育成した固定

品種が主流であったが， 近年では民間種百会社により

育成されたF，品種が多く利用されている。

そこで，福岡県農業総合試験場における葉ネギ品種

の育成に当たっても F，育種法を用いることとしたが，

その一方で，h;ffi性不稔系統や葉ネギに適した特性を有
する交配母本の選定が重要な課題であった。そこで，

種子親は (株)福岡園芸の雄性不稔系統を導入し，そ

の中から伸長性が良く，雄性不稔性の発現が安定して

いる細胞質雄性不稔系統 rCMS-H07Jを選定した。
花粉親は，生資研ジーンパンクから収集した「千住合

柄系固定種Jから自殖 1回の操作を経て養成した，葉
色が濃い純系選抜系統 「福岡ねぎ11号Jを選定した。
「夏元気Jは両系統の優れた特性を総合的に結合させ3
短期間での育成に成功したF，品種で、ある。

「夏元気Jは夏山し栽培において，葉色が濃く ，収
量が多く ，葉先枯れ症の発生が少ない。このうち，業

色の濃さは葉ネギに求められる重要形質であ り，育成

地および現地のいずれの試験においても，対照品種と

比較して特に葉色が濃い。また，収量は 1本重が重く

多収品種である「夏彦J (大仲ら 2008) と同程度で
多く，歩留ま り率が高い。一方，業先枯れ症について

は夏に多く，土壌の乾燥，高温，多日照，カノレシウ ム

欠乏(位田ら 1987a，1987b) ，多量の有機物施用に

よる土壌理化学性の悪化(渡逸ら 1994)などの要因

が複雑に絡み合って誘起されるが，根が深く分布する

千住群は他の品種群と比較すると発生が少ないことが

報告さ れている (位田 ・陳 1999)0 r夏元気Jは交
配母本の系譜から午住群に分類され，根数がやや多い

こと，葉先が富市い形状をしていることが葉先枯れ症の

発生が少ない要閃のひとつであると推察される。その

他の特性としては，苦みやえ ぐみが少なし食感が良

く，食味が優れる。タト葉の除去作業のしやすさは対照

品種と比較して同程度ないし優れる。これらの特性は，

木県の葉ネギ夏出し栽培における品質や生産効率の向

上に大きく寄与するものと考えられる。

なお， r夏元気Jは耐暑性が強いが，耐寒性は弱い。
また， もとも とネギの葉身径が細くなる夏出 し栽培に

おいては適正な太さとなるが， 葉身径が太りやすい冬

出しから春出し栽培では，太くなりすぎる傾向にある。

これらのことから，夏出し専用の品種としての利用を

第ーとし，さ らに適用可能な作型(播種期)の|隔につ

いては今後検討する必要がある。
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